（様式）
会議議事録


	事業名
	令和4年度職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進事業
（２）教職員の資質能力向上の推進②教職員研修プログラムの構築

	代表校
	一般社団法人全国専門学校教育研究会



	会議名
	第6回ICT活用WG

	開催日時
	令和5年2月20日（月）　10時30分～12時30分

	場所
	AP品川アネックス

	出席者
	参　　加：猪俣　昇、岡村　慎一、中田　明子、長瀬　あゆみ、
合田　美子　　　　　　　　　　　　　　　　計5名
請負業者：飯塚　正成　　　　　　　　　　　　　　　　計1名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計8名

	議題等
	〇本事業の振り返り
・配布資料をもとに委員長が説明。成果物としては、以下のものを考えています。（猪俣）
アダプティブ・ラーニング教授法を習得するための研修マニュアル
事前課題動画コンテンツ
事前課題シート
アンコンシャスバイアスチェックリスト
指導マニュアル
効果測定シート

・内容的にもブラッシュアップされてきた。成果を皆様にアピールしたらどうでしょうか？（合田）
・まとまりが良い。（中田）
・わかりやすい。（長瀬）
・資料がセパレートされているので、整理したフローが必要だなと感じました。（岡村）
・成果物の納品方法やバラバラとなった資料について、ロードマップが必要と感じています。（飯塚）

◯成果物に関する検討
・著作権等の取り扱いについては、一度文部科学省と調整が必要となる。（岡村）
・事前・事後の取り扱いについてデータの配布方法について検討する必要がある。（飯塚）
・エグゼクティブサマリーのようなものが必要なのではないか？研修のアピール的なサマリーです。（合田）
・参考動画の取り扱いについて検討が必要ではないか？（猪俣）
・この研修を他の講師が実施する際の講師の素養について必要なのではないか。（中田）
・講師の件については、マニュアルに書き込む必要があるのではないか。（猪俣）
・現状のサンプルのままで出すことは難しい。研修の受講者が講師を担当することになるのではないか？（猪俣）
・講師については、このままではなく視点のポイント等を共有するというスタイルが良いのではないか？（岡村）
・終わった後のアンケートなどは入れることはできますか？（長瀬）
・事後課題のサマリーや事後報告の内容にアンケートなどは入れることにしたいと思います。（猪俣）
・受講者の行動のきっかけなどが報告の中で入れ込めると良いのではないか？（岡村）
・期待される効果などは、研修マニュアルにいれていくことが必要なのはないか。（猪俣）
・成果物の詳細は、追って調整をしていきます。（飯塚）
・講師の素養については、章立てはすることなくはじめにの部分に追加することでどうでしょう。（岡村）
・必要な修正は、猪俣委員長に一任します。（一同）
・納品スケジュール、2月24日に紙焼きします。（猪俣）
・動画データはyoutubeから公開、シート類はHPからダウンロード型として公開、紙焼き３本は2月24日に事務局へとします。（猪俣）


	配布資料
	・第5回WG資料
・成果物データ



以上
